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イラストはWebsite「米国統合医療ノート」
（http://d.hatena.ne.jp/appleflower/）より
引用 

 ミトコンドリアは人をはじめとするすべて
の動物の細胞に存在する小器官です。最
近、このミトコンドリアが健康長寿と大きな
関連があることから注目されています。 

 ミトコンドリアは生命活動の重要な多くの
局面に関与していて、その役割はいくつも
知られているのですが、その中で最も重大
な役割は細胞が生きていくのに必要なエ
ネルギーを創り出すことです。ミトコンドリ
アは細胞のエネルギー生産工場といえ、
たとえて言えば細胞の発電所なのです。 

http://d.hatena.ne.jp/appleflower/


 すべての細胞は生きていくためのエネルギーが必要です。走ったり、
ものを運んだり、勉強したり、考えごとをしたり、泣いたり、笑ったり、消
化をしたり、排泄したり、新陳代謝をして自己を複製したり、等、すべて
の生物としての営みにはエネルギーが必要です。そして、このエネル
ギーはATP（アデノシン三リン酸）という物質の形で体のすべての細胞
内に存在します。細胞が車なら、ATPはガソリンです。車はガソリンを

燃焼させて動力源（エネルギー）としますが、人間はミトコンドリアで化
学エネルギー物質ATPを産生し、これを動力源とします。 
 

▶図は文献１より引用 



 さて、このエネルギー物質で
あるATPは、体外から取り入れ
たO2と食物を材料として細胞の

中で生産されます。その場所は
二つあり、一番目の場所は細
胞質であり、二番目の場所がミ
トコンドリアで、それぞれ違った
方法でATPを生み出します。そ

して、前者でのエネルギー産生
は「解糖」と呼ばれ、後者のも
のは「呼吸」と呼ばれています。
さらにエネルギー産生量につい
ていえば、圧倒的にミトコンドリ
アで行われる「呼吸」の方が大
量に産生できるので、この細胞
小器官が注目されるのです。 

 ATPは全身のすべての細胞

に存在するのですが、特に脳
と筋肉に多いのです。それは
両者ともエネルギーを非常に
よく使うからです。 

▶図は文献１より引用 



▶図は文献１より引用 

 まず解糖ですが、これはほとんどの生物に共通する糖の代謝経路で、酸素を必要とし
ない嫌気的条件下で行われる化学反応です。食物として炭水化物が摂取され消化器で
ブドウ糖にまで分解された後、このドウ糖は細胞質に取り込まれます。そして、細胞質で
一つのブドウ糖から一つのピルビン酸が作られ、その過程で2つのATPが作られます。そ

して、「解糖」に酸素は必要なく嫌気的条件下で行われます。嫌気的条件下では、この
ATPは好機的条件下の100倍も速いスピードで作りだされます。したがって、緊急事態が

発生し瞬発力を要する動作をするような時に使われます。しかし、作りだされる量が少
ないので、細胞が生きていくエネルギーの多くはミトコンドリアで行われる呼吸にゆだね
られています。 



▶図は文献１より引用 

 「解糖」により作られたピルビン酸
は、つぎにミトコンドリアに運ばれ、
酸素を必要とする「呼吸」により、36
分子もの多くのATPを作りだします
（呼吸の18倍）。「呼吸」とは肺から取

り込まれた酸素と食事により摂取さ
れたグルコースを利用して、ミトコン
ドリアで水と二酸化炭素とATPを作り
だすことです。 

 ミトコンドリアがATPというエネル

ギー分子を作りだす反応は、大き
く二つの過程に分かれています。
ひとつ目は「TCA回路」で、ふたつ
目が「電子伝達系」です。 「TCA回

路」で水素イオンと電子が取りださ
れ、「電子伝達系」でその取りださ
れた水素イオンと電子が用いられ
てATPが作りだされます。 



人体のエネルギー生産工場に当たるミトコンドリア。まず運ばれた原料は，解糖系で細
分化され、エネルギー製品にあたるATPを二つ生産します。細分化された原料は本格的
に大量エネルギーを生産するために、ミトコンドリア内のTCA回路に入ります。このとき二

酸化炭素が排出されます。回路を抜けると作業ロボットである酵素ロボットによって本格
的に磨きぬかれ、36ATPを生産。解糖系と併せて1ライン稼働で38ATPを生産します。 

▶図は文献１より引用 



▶図は文献１より引用 

 ところで、加齢という現象は、このミトコンドリア工場におけるラインの縮小と考えられます。成
長期が終わると、大量にタンパク質を作る必要が無くなることから、それほどATPというエネル

ギーが必要なくなります。したがって、フル稼働していた生産ラインの調整が入り、酵素ロボット
がラインから離され、エネルギー総生産量が激減します。この、調整が入るメカニズムはまだよ
くわかっていないらしいのですが、老化とはこの様な状況と考えてよいようです。 



 ここまででわかったことは、加齢とはミト
コンドリアにおけるエネルギー産生量の低
下である、ということです。では、少しでも
年齢を感じさせず若々しくいたい私などは、
このミトコンドリアのエネルギー産生能力を
出来るだけ低下させないように何とかうま
くコントロール出来ないものか、と考えてし
まいます。 
 

 どうやらその方法はある様なので、次回
の「ミトコンドリアの重要な役割２」でその研
究成果を報告します。 
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